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令和７年度千葉市・大学連絡会議 議事録（概要版） 

 

Ⅰ 日 時 令和７年１１月１３日（木） １０時００分～１１時４５分 

  

Ⅱ 場 所 千葉市役所幹部会議室 

  

Ⅲ 出席者    出席者名簿のとおり 

 

Ⅳ 議 事 

１ 開会  

２ 挨拶  

市長 市長の神谷でございます。会議に先立ちまして、一言ご挨拶申し上げます。 

はじめに、本日ご出席いただきました皆様には、日頃より市政に多大なるご支援をい

ただいておりますこと、心より感謝を申し上げます。 

本市は、市内に多くの大学や短期大学が立地しており、ご参加をいただいている市外

の大学も含めまして、皆様には市民向け講座の実施や保育士などの専門人材の育成・研

修、さらにはボランティア活動など地域の活動へのご支援をはじめ幅広い分野でご協力

をいただいております。 

この千葉市・大学連絡会議は、大学や短期大学の皆様と直接お話しができ、ご意見を

頂ける貴重な機会だと認識しておりますので、ぜひ本日も忌憚のないご意見を頂戴でき

れば幸いです。 

さて、本日の議題に関連するお話をさせていただきますが、本市の人口は現在９８万

人を超えており、今もなお微増している状況でございます。日本全体で少子高齢化が進

み、人口が減り続けている時代においても全世代で転入超過しており、特に１０代、２

０代の転入については、市内に数多くの大学が立地する本市の強みであると感じており

ます。 

千葉市では今年４月に「こども・若者基本条例」を施行し、全てのこどもや若者が、

権利を保障され、自分らしくいきいきと健やかに成長し、自立することができるよう、

発達段階に応じた切れ目のない支援に取り組んでいるところです。一方で、大学生など

の若者の悩みや課題の把握は十分ではないと感じており、日頃から若者に接しておられ

る皆様から、若者の生活実態や現状に関するご意見を伺いながら、本市の若者の置かれ

ている状況を的確に捉え、必要な施策をしっかりと講じ、こども若者施策の更なる充実

を図ってまいりたいと考えております。本日はよろしくお願いいたします。 

３ 出席者紹介  

４ 議題（１） 令和４年度の大学連絡会議の振り返りについて 

都市アイデンティ

ティ推進課長 

（資料「令和４年度の大学連絡会議「千葉開府９００年に向けて」の振り返りについて」

に基づき説明） 

・意見交換  

県立保健医療大学 

 

 

私どもの大学は、今回、千葉開府９００年記念事業の一環である千葉市の食育プロジ

ェクトに参加させていただき、総勢１４名が参加いたしました。学生たちは、「朝食摂取」、

「共食の機会」、「野菜摂取」という３つのテーマに基づき検討を重ね、６月からイオン
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様で発売を開始し、大変好評をいただきました。発売期間中にはイオンで千葉県のフェ

アも開催されており、熊谷知事もおいでになりおむすびを試食され、「非常によかった」

という感想とともに、うちの学生と記念撮影をしてくださいました。プロジェクトを終

えた学生たちに話を聞くと、地域社会と連携し、理解を深めながら活動したことが非常

に勉強になったようで、産学官連携のいい事例となったと思います。 

市長 千葉開府９００年の取り組みについて、事務局からの説明と、龍野学長様からのおむ

すびプロジェクトに関するコメントをいただきましてありがとうございました。千葉開

府９００年事業については、令和５年度、６年度と、この連絡会議で市の取り組みの現

状を報告してまいりました。現在、千葉開府９００年記念協議会を設立し、資料２ペー

ジにある通り、今年度と来年度で実施する事業の大枠が固まってきております。 

事業の中でも特に、若者世代に挑戦するマインドを持っていただけるような取り組み

に力を入れています。市内で行うものもありますが、先日姉妹都市であるヒューストン

市を訪問し、高校生を対象とした同市での短期アントレプレナーシップ研修の段取りも

ついてまいりました。「失敗を恐れず挑戦すれば道が開ける」というマインドやポテンシ

ャルを育めるよう、不確かな時代を切り開く力を養う「人づくり」の事業につなげたい

と考えています。 

また、先週オープンした郷土博物館では、千葉氏の歴史だけでなく、原始時代から現

在までのまちの成り立ちを通じて、地域がどのように大きくなってきたかを理解できる

ように展示を刷新しました。今年は、この郷土博物館などを通して歴史、自然、地域の

価値を再認識する取り組みを行い、来年度の９００年という節目の年に向けて、千葉市

の魅力を再認識した上で、千葉市の将来を関係者の皆様で考えるという進め方をしてい

きたいと思っています。 

単に過去を振り返るだけでなく、千葉市の将来像を市民、および千葉市に関係するす

べての方と共有し、将来の都市のあり方の解像度を上げていきたいと考えておりますの

で、引き続きご協力をお願いいたします。 

４ 議題（２） 令和６年度の大学連絡会議の振り返りについて 

国際交流課長 （資料「令和６年度の大学連絡会議「多文化共生の推進について」の振り返りについて」

に基づき説明） 

・意見交換  

神田外語大学 私どもの大学は、依然として多くの留学生がいるのが大きな現状でございますので、

ぜひ積極的に千葉市と連携しながら、様々なことに取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

まず、日本語教育については、学内に日本語教員養成プログラムがあり、外国人に対

する日本語指導を行う教師の養成を行っております。このプログラムの学生たちを中心

に、地域で日本語教育を必要としている方々への支援をこれからも行っていきたいと思

っております。 

また、留学生の地域との関わりについては、本学には約４００名の留学生が在籍して

おり、これまでも地域の様々な活動に積極的に参加させていただいたり、近隣の小学校

を訪問したりといった交流を行ってきましたので、今後とも留学生と地域との連携をさ

らに進めていきたいと思っております。 

最後に、災害対策として、今市内に定住している外国人の方々は、東アジアや東南ア
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ジア、そして南米の多言語を話されます。今後、災害が発生した際に、多言語での支援

が必要になってくると思われますが、本学にはそれらの言語を話し、また教えている学

生や教員がいることを鑑みまして、ぜひそういった面で千葉市と連携しながら、様々な

ことに取り組んでいければと思います。 

敬愛大学・敬愛短

期大学 

本学の留学生は学年で概ね４０名から５０名、全学では２００名程度在籍しておりま

すが、アルバイトで衣食住を賄っているという事情があり、時間的な制約から、一般的

に地域の活動に積極的に参加するのが難しいのが実態です。そのため、本学では、留学

生に特化して地域の活動に学生を派遣するという取り組みは積極的に行っておりませ

ん。 

先ほど神田外語大学様のお話にもございましたように、当方でも日本語教師養成課程

を設置しており、日本語を教える立場から外国籍の方々にアプローチする取り組みもご

ざいますが、基本的には、留学生も日本人学生も一緒になって地域の活動に取り組むと

いう姿勢で進めております。大学が立地する稲毛区内の地域のお祭りや、「夜灯（よと

ぼし）」、「いきいきフェスタ」といった取り組みにも、日本人学生、外国人学生という

カテゴリーや、大学・短大という学校種別の枠組みを超えて参加させていただいており

ます。 

なお、本日、政策調整課様のご配慮で追加資料をお配りしております。これは昨年度

の幹事会でも話題に出ましたが、３年ほど前に稲毛区の取り組みとして、外国人居住者

に関する生活ルール（例：ごみ出し）のクレームに対し、稲毛区とともに検討をし、本

学の留学生をキャストとして起用し、ごみ出しルールなどを含めた多文化共生の取り組

みを動画で作成していただきました。 

この動画は現在、英語や日本語を含む５言語で千葉市の公式ＹｏｕＴｕｂｅで配信さ

れております。これは稲毛区の取り組みにとどまらず、市内のすべての外国人に関わる

であろう、不動産オーナー様、不動産業者様、または入居を考えている外国人の当事者

にとっても有益な情報ではないかと思いますので、「区」の枠を超えて、ぜひ一例とし

てご活用いただければと考えております。以上でございます。 

放送大学 振り返りの資料を拝見しますと、学生がボランティアで海外から来られた方たちに関

わるという活動には、いくつかのネックがあるかと思います。具体的には、学生自身の

授業や生活時間という時間的制約を受けやすいことや、あるいは学生が卒業してしまう

ために活動が継続しにくいという点などがあるかと思います。 

幸いにして放送大学の学生通信制の大学ということもあり、比較的学生が自由な時間

を多く持っており、またボランティア精神に溢れております。中には外国人支援に協力

したいという方も多くいらっしゃると思います。 

つきましては、放送大学の学生が、外国人支援に協力できるのではないかという気が

しておりますので、もしご用命があれば、ぜひ前向きに考えたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

市長 外国人施策は近年、国の方でも重要な施策の一つと位置付けられており、数年前に比

べ大きく変わってきていると感じています。各大学での取り組みや、地域との繋がりを

強めるというご提案をいただき、ありがとうございました。 

現在、千葉市では人口の４％を超える、４万人強の外国人が居住しており、今後も増

える見込みです。これまでは個別の対応や来訪者への対応で追いついていましたが、制
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度の急激な変化や来訪者の増加により、従来の対応では追いつかなくなりつつあると考

えています。単に出入国在留管理庁が個別の情報や出入国管理をチェックするだけでな

く、まとまった人数の方々を受け入れるのであれば、地域に馴染んでもらうための「社

会統合プログラム」のような、環境を整える制度的な取り組みを行わないと、地域社会

が成り立たないのではないかと危惧しております。 

このため、指定都市市長会などで提言をまとめ、国に対し「公的制度のもとで、ただ

日本語を教える機会だけでなく、地域の暮らし方を学ぶ機会を自治体が提供できるよう

に、人的な、もしくは財政的な支援をして欲しい」と要望し、活動しております。 

現在、大学・短期大学の皆様のお力添えをいただきながら、国際交流協会が中心とな

り、日本語学習機会の提供や、千葉市で生活する上で知っていただきたい制度・生活ル

ールを共有する機会を設けておりますが、これからさらに拡充していかなければならな

いと考えています。大学・短大の皆様にご協力いただいている留学生の地域活動への参

加は、留学生がまちに馴染み愛着を持つきっかけになったほか、日本人学生にとっても

貴重な交流の機会となっており、関係する皆様に感謝申し上げます。 

外国人施策については、増加する外国人人口を踏まえると、やるべきことが多くあり

ます。多文化共生推進アクションプランなども作っていますが、その内容を改める必要

があると考えています。 

先ほどヒューストンの話をしましたが、今回の公式訪問で訪れたノースバンクーバー

市では４割近くが外国人であり、カナダの連邦政府や州政府による資金拠出により、英

語や文化、生活様式を教える制度が普通にあり、希望すればさらに深く学べる仕組みが

あります。一方で、日本では現在、これらの取り組みが自治体や教育機関のボランティ

アの善意に任されている状況で、供給量に限界があります。そのため、地域に馴染んで

もらうような取り組みの強化と、国への支援強化をお願いしたいと考えています。 

現在は「国民健康保険などの保険料を払って」「税金を払って」といった納税に関する

話が多いですが、多くの方は納付されていますので、地域に馴染める取り組みを支える

仕組みを国に作っていただきたいところです。幸い、国の方でもようやく日本の言葉と

文化を学ぶ機会を公共で作ろうという動きが出てきています。今後、具体化した際には、

改めてご相談させていただくことがあるかと思いますので、ご協力をお願いします。ま

た、留学生への地域の生活に関する情報提供はこれからも行っていきたいと思いますの

で、どのようなニーズがあるのか、ぜひ教えていただければ幸いです。 

４ 議題（３） こども・若者基本条例の施行を受けて 

（１）市長発表 

 

（資料「こども・若者基本条例の施行を受けて」に基づき説明） 

（２）意見交換  

植草学園大学 ニーズ把握については、市長のお考えと同じく、様々なアンケートを使って行ってお

ります。 

また、ライフデザインに関してですが、特に１年生の授業の中で、ライフプランや生

涯賃金、就職や結婚した場合の経済的な影響などについて考える機会を設けております。 

居場所づくりについては、学内ではありませんが、若葉区の都賀コミュニティセンタ

ーの一角をお借りして、中高生の居場所づくりを学生が参加して行っております。学内

に居場所を設置するのも一つですが、地域の方に出ていくのも一つの方法と考えており、
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幸い、現在地域の方々にご協力をいただいて実現できています。 

実際に地域でどのようなことに参加しているかというお話ですが、本学は今年度地域共

創ケアセンターを設立しました。これを通じて、地域と様々な連携を進めていきたいと

考えています。特に地域の健康管理などに関して、学生が参画していくことをこれから

計画しているところです。 

神田外語大学 学生の状況の把握のために様々なことに取り組んでおりますが、最近入学してくる学

生は多様化しており、様々なニーズやメンタル面での問題を抱えている学生もおります

ので、その全体像を把握し、どう対応していくかが大きな課題となっております。 

アンケートも実施していますが、無記名形式で実施しているため回答率が低いという

問題があり、特に問題を抱えている学生は回答してくれていないのではないかという懸

念が出ております。正確な回答を得るための方法を検討していく必要があります。 

学内の一番の課題としては、大学に入ってから始まる外国語学習がかなり学生にとっ

て大きな負担感となっており、学生の生活に影響を与えているのではないかと考えてい

ます。また、多くの学生がアルバイトをしているため、時間的な余裕がないという点も、

大きな課題だろうと思っております。 

今取り組んでいることとして、教職員では学生が心を開いてくれないかもしれないと

いう懸念があるため、学習支援や生活支援において、先輩学生が新入生に対してサポー

トするシステムを作っております。このシステムによって、学生の心を開き、意識が少

しずつ変わっていけば良いと考えており、今後もこの方向で取り組んでいきたいと思っ

ております。 

敬愛大学・敬愛短

期大学 

まず、学生の生活実態に関してですが、現在の業界では「学習成果の可視化」が重視

されるようになってきており、入学から卒業までの成果を、アンケート等でデータを取

り、数値化して示すことが盛んに行われています。 

一方で、個別の学生の困りごとや相談ごとについては、学生相談室という専門部署を

設け、認定心理士、保健師、看護師、市内の公立学校の校長経験者などが、静穏な場所

で個別に相談に応じる体制をとっております。しかしながら、学生が多様化している現

状において、常駐の専門職員だけで十分にカバーしきれているかという点が課題と思い

ます。 

その上で、私は地域連携センターの業務も担っておりまして、「学生が相談をする」

というよりも、「地域の皆様に学ぶ」、「地域の方々と交流することで学んでいく」とい

う場面を多く作りたいと考えております。地域のお祭り、行事、防災訓練など、様々な

地域活動に、より多くの学生が触れる機会を提供することで、学内だけでなく、地域の

皆様との交流を通じた学びによって人間形成をしていくという取り組みを、今後も強化

していきたいと考えております。 

なお、学内での様々な調査については、例えば数年に一度他大学の皆様と同じような

アンケートを行うなど、継続的な状況把握に努めていきたいと考えております。 

淑徳大学 １点目はライフデザインについてです。大学生になってからで良いのかという思いも

ありますが、私どもでは、資格課程の学生も含めすべての入学する学生に対し、全学共

通の教育、基礎教育プログラムの中に「社会的・職業的自立Ⅰ/Ⅱ」という授業を設けて

おります。この授業を通して、職業の選択や働くことの意味などを学んでいただくプロ

グラムに取り組んでおります。 
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２点目は学生の社会参画、実践的な学びについてです。正課科目の一部の授業ではＰ

ＢＬ学習（Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｂａｓｅｄ Ｌｅａｒｎｉｎｇ）として、様々な社会問題

の解決に向けて学生の学びを促進しております。そのプログラムの一つとして、千葉市

の様々な課題に取り組んでいくことも一つと考えておりますし、本学の地域共生センタ

ーを通して、東日本大震災の支援や、東北への現地活動を続けていくなど、社会参画の

機会を設ける取り組みも行っております。 

そして最後３点目、学生の孤立防止についてです。やはり様々な課題を抱えた学生が

多く入学してくるため、学生の孤立防止として、学内にも居場所を設け、そこにキャン

パスソーシャルワーカーとして、社会福祉士や精神保健福祉士の資格を持った者を配置

しております。単に場所を設けるだけでなく、常に学生との繋がりを作る「人」をしっ

かり配置して取り組んでいるところでございます。学校法人全体で今「ひとりじゃない

んだ。」というキャッチコピーを掲げ、社会的孤立をいかに防ぐかという取り組みをして

おりますので、これをもっと地域に広げていっても良いのではないかとも感じておりま

す。 

千葉大学 先ほどの神谷市長のご発表で、「自分自身へ満足している」または「自国の将来は明

るい」と思うこども・若者の少なさを大変深刻に思いました。一方で、本学も様々な社

会経験の機会をいただき、社会のニーズや課題を知り、「どうやって自分が社会の役に

立てるか」という良い経験をさせていただいております。 

まず学生の生活実態・ニーズの把握について、本学では２０１８年度以降、学部・大

学院生を対象にアンケートを実施し、学生生活で重視すること、不安、社会の将来状況、

キャリア希望などを把握しております。また、学生の困りごとには、医師や看護師によ

る健康相談、臨床心理士による修学・就職・生活・人間関係の相談、医師・非常勤カウン

セラーによるメンタルヘルス相談を行い、外部機関と連携して２４時間対応可能な体制

をとっております。 

そのような取り組みの中でわかってきたこととしては、将来のキャリアを「全く未定」

と考えている学生がかなり増えていること、友人関係に不安を抱える学生が増加してい

ること、相談件数全体がコロナ禍以降も毎年増えており、特に修学や雇用に関する相談

が約７割を占めているところが深刻な課題なのではないかと思っています。就職活動に

ついては「自分のやり方で良いのか」、「企業の選び方がわからない」といった悩みが

多く、多くのサポートを必要としています。このアンケート結果は各部局で共有し、学

生支援の方向性検討に活用するとともに、就職相談では自己分析が企業選びに繋がるよ

うサポートしています。 

関連してライフデザインを考える機会の創出では、就職ガイダンスやＯＢ・ＯＧとの

交流など、社会人の経験に触れる機会を設けることが重要と考えており、今後、多様な

業種職種の方との交流を通じて、学生が自身のライフデザインを描けるように支援する

ことを対策として考えています。 

若者の居場所づくりとしては、約１７０のサークルを設置し、学部を超えた交流や地

域イベントへの参加、住民との関わりを提供しており、先日も４万人以上の方に参加い

ただいた学園祭が終わったところでございます。これらは学生の成長や交流に大きな役

割を果たしていると思います。 

最後に、社会参画や実践的な学びについてですが、地域科目として、地域課題の解決
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に取り組む科目を設けており、千葉市や長柄町と連携したプロジェクト型学習、防災・

福祉活動、インターンシップを通じて実践的な経験を積む機会を提供しております。今

後も、地域連携科目の拡充、そしてプロジェクト型学習の拡大を検討していきたいと思

っております。以上でございます。 

千葉経済大学・千

葉経済大学短期大

学部 

 

 本日、５名の先生方のお話を聞いて、それぞれの大学で違いはあるものの、取り組ん

でいる内容は似通っていると感じましたので、あえて違う視点から３点ほどお話しさせ

ていただきます。 

１点目は、千葉開府９００年記念事業と「親子三代夏祭り」についてです。本学の学

生もボランティアとして参加していますが、私が驚いたのは、外国の方が非常に多いこ

とです。来年は９００年記念という特別な夏祭りになるので、ぜひその場を外国の方と

の交流の場として活用していただきたいと思います。中央公園では狭すぎて難しいかも

しれませんが、もう少し広い会場で民族衣装を着た方々が集まれるような場にすれば、

良い交流が生まれると思いますので、ぜひご検討をお願いしたいです。 

２点目は、淑徳大学の先生もおっしゃいましたが、「ライフデザイン」は大学がやる

だけで良い問題ではないということです。学校教育法が４年ほど前に変わり、義務教育

全般の目標の最後に「職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及び構

成に応じて将来の進路を選択する能力を養うこと」という目標が示されました。これは、

従来の中学・高校の進路選択の話だけでなく、小学校１年生の段階から、将来や仕事に

ついて考える必要があるということです。コロナ禍で職場見学などが自粛される傾向に

ありましたが、大学のインターンシップのような実践的な経験を、小・中・高の段階か

ら行うことが重要です。 

しかし、先の基本条例の施行に関する資料を見ると、学校の外で何をするかという行

政上のことばかり書かれています。そうではなく、千葉市立の小学校、中学校、高等学

校の中で、ライフデザインとして何をするのか、ということが、今述べた目標と重なる

形で、もっとしっかり示されるべきです。「外から何かやりますよ」というトーンで書

かれているので、教育委員会が「こういうことをやりますよ」ということを示す必要が

あると思います。 

３点目は、先ほども大学の中で居場所を作るという話がありましたが、千葉公園の整

備が進み、ラジオ体操イベントなども行われている素晴らしい場所になっています。親

子三代夏祭りだけでなく、この千葉公園を、皆が集まり、様々なイベントが開催できる

場にしていただきたいです。外国の方も含め、千葉大の学生や本学の学生、そして様々

な人たちが枠を超えて集える、交流の場になると良いと願っております。 

勝手なことを申し上げましたが、以上です。ありがとうございました。 

県立保健医療大学 私どもの大学は、一般の大学と異なり、ほぼ県内の医療機関への就職を前提としてお

り、卒業生の７０％が県内の医療機関に就職し、千葉県の地域医療を担っております。 

これまで教育体制が古い体質のまま遅れておりましたが、本学における機能強化の基

本方針が令和７年１０月に正式に発表されました。これにより、幕張地区にキャンパス

を統合して新しく整備するとともに、学部改組、医療ＤＸ、その他に健康政策研究所な

どの附属機関を設置することが決まり、完成を目指しております。今後は、地域に開か

れた大学を目指して、県民の皆様との交流ができるよう、キャンパス整備等も皆様の意

見を取り入れながら進めていきたいと考えております。 
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現在の大学教育の大きな特徴として、１年から４年まで各学科の学生を混合して多職

種連携的な教育を行っております。漁業協同組合、野鳥を見る会、認知症サポート団体

など様々なところに学生を派遣し、千葉県民の生活や生き方を学ばせ、２年生では実際

に医療機関を回り、医療の現場を学びます。このように４年間を通して、千葉県の中で

健康がどのように形づくられているかを学ぶ教育は、私どもの教育の大きな特徴として

評価されております。 

私どもが強く感じるのは、皆様がおっしゃる通り、ライフデザイン教育は大学生にな

ってからでは間に合わないということです。子どもの頃から取り組む必要があり、すべ

ての子どもの健康を守る権利が侵害されているのではないかと考えています。子どもた

ちが自然に「どの程度食べて生きていけばいいか」を学ばず、その結果が大人になって

生活習慣病などに繋がっているのではないでしょうか。 

これまでは栄養不足など経済的な難しさから食を確保することが重要でしたが、今は

それだけでなく、質を考えた生涯にわたる健康教育が必要な時代になっています。本当

に守らなければいけないこととして、制度を作ることも重要ですが、その他にも、健康

に生きる人たちのためのシステム、つまりどうやって自分が健康に生きるかという視点

が、今後広がると良いと思っております。大学としても、そのような視点を持って改革

を進めていきたいと考えております。 

東京情報大学 着任してまだ２ヶ月で、どこまで大学の内実がわかっているかという状況ですが、事

前調査のニーズ把握、居場所の問題などについては、回答書に大体の内容が書かれてお

りますので、改めての説明は割愛させていただきます。 

要するに、卒業生アンケートや学生相談室の設置といった通り一遍のことはどの大学

もやっているはずですが、今課題となっているのは、これらの取り組みがきちんと反映

されていないという点ではないかと思います。例えば、連携したい取り組みの中で、講

座イベントなどを通じて若者の就職、結婚、子育てなどのライフデザインを考える機会

を創出するということについては、私も課題だと認識しており、各大学取り組んでいる

ところかと思いますが、大学での取り組みで欠けているのは、「結婚」、「子育て」に関

する問いかけではないかと思っています。就職や資格に関する支援はありますが、「ど

うやって結婚して、どういう子育て、どういう家庭を持つのか」といった、よりパーソ

ナルな生活のデザインという部分に、大学は一歩踏み込むことを躊躇しているのではな

いかと感じております。 

次に居場所づくりですが、これは本学でも長年の課題で、学生がだらだらと過ごせる

場所がないということです。朝来て授業を受け、空きコマがないように履修科目を組み

立てて、終わったらすぐ帰る「タッチアンドゴー」の学生が多く、これをいかに滞在さ

せるかという点が一つと、もう一つは、地域の住民の方にキャンパスに入ってきてもら

う仕組みを作る必要があると思っています。本学では年に４回、看護学科の方で近隣の

高齢の方に来ていただくコミュニティカフェ活動をしていますが、これを常態化させ、

まるでスターバックスのように来ていただける場所があればと考えています。その際、

来ていただいた高齢者の方と、学生が定常的に交流する仕組みがないことが次なる課題

であり、学生が傍観するだけでなく、参画する仕組みを作っていかなければならないと

感じております。 

少し時間を超過しましたが、そういう意味で、３点目の社会参画というところは、ま
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さにコミュニティカフェ的なものを学内に設置した上で、そこに学生が積極的に関わっ

ていく具体的な組み立てを考えるべきではないかと考えているところです。 

東都大学 時間も限られておりますので、私からはライフデザインを考える機会の創出と、若者

の社会参加・実践的な学びについてお話しさせていただきます。 

私どもの大学は医療が専門ですので、すぐに社会貢献という話になりますが、実際に

は活動が医療機関に留まり、なかなか社会全体を知ることができていない状況だと考え

ております。そのため、今後は医療から少し離れた介護や訪問看護といった分野につい

ても、大学の中で考えていきたいと思っており、実際に訪問看護や介護を大学の授業の

中で行えないかということを検討しております。 

これが実現すれば、学生が実際に家庭や地域に一緒に勉強に行く機会が生まれます。

また、現在の介護や訪問看護のニーズは、高齢者だけでなく、子育てや学童、不登校の

分野でも高いことが分かってきました。これにより、子どもから高齢者までを対象に、

学生がオン・ザ・ジョブ・トレーニングのような形で学ぶとともに、地域社会への理解

が深まるのではないかと考えており、今後新しいプロジェクトとして進めていきたいと

思っております。 

もう１点、今日のテーマとは少し関係ないのですが、留学生についてです。私どもの

大学は完全にドメスティックで、これまで留学生が一人もいなかったのですが、急にこ

こ最近で３カ国から留学したいという話が出てきており、日本語教育に困っております。

大学の授業や国家試験・入学試験に対応するためには、日本語の教育が必要ですが、将

来この地域や日本で仕事をしたいという彼らをしっかり教育するためには、日本語で教

育できる体制を作らなければならないと感じております。その辺りのノウハウが全くな

いため、もし可能であれば、他の大学や市の方にご協力をお願いしたいと思っておりま

す。 

放送大学 私どもの大学は他の地域の大学と異なり、学生の年齢層が非常に高いため、「子ども

若者」という本日のテーマから外れるかとも思いましたが、参加させていただきました。 

本学はこれまで、学生を若者として見るという発想が全くなく、人生の半分以上を過

ごした方が多く学んでいるため、「ライフデザイン」は関係ないかと思っておりました。

しかし、最近になって、ストレート入学の若い学生が少しずつ増えてきています。彼ら

は普通の大学に入るのと同じタイミングの１８歳で入学してきますが、面接や授業など

で見ると、一言で言って「立ち尽くす若者」という印象を受けます。彼らは、何かしら

の問題で普通の大学に入れない、つまり個別に対応して支援しなければならない学生が

多く、これが最近の本学の課題として出てきています。 

この課題に対応するため、本年度から「総合学生調査」を大々的に開始し、若い学生

や年配の学生がそれぞれ「何を考えているか、どう学習し、課題は何か」を経年的に把

握しようと考えています。現在その結果を見ていますが、支援が必要である若い人たち

の回答率が非常に低いという強いジレンマを感じており、なかなか彼らの実態が見えて

きません。年配の方の回答率は良いのですが、それだけでなく、本学の成人学生、特に

シニアの学生は意見を言う学生が多く、気に入らないと辞めていくため、学生の行動そ

のものがアンケート結果になるという側面もあります。私たちは、若い人たちが何を考

え、どういう学習行動をしているかを知るために様々な工夫を凝らしているところです。 

若者の居場所づくりやキャリア支援は、放送大学ではこれまであまり行ってこなかっ
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た分野ですが、他の学長先生方のお話にもあったように、仕組みで全体に網をかけるの

は難しく、個別対応しかないのではないかと考え、ガイダンスを充実させることを検討

しております。居場所づくりも重要だと考え、学習センターが全国５０ヶ所あり、ロビ

ーなどのコモンスペースを設けていますが、そこはユースセンターというよりも決まっ

た年配の方たちが利用している状況で、若い人たちは利用していないと思われます。そ

のため、現在は研究段階ですが、「バーチャルスペース」を検討しており、若い人たち

も含めた居場所の形成を積極的に研究していますが、それをどう受け入れて活用しても

らうのかが課題です。 

最後に、小中学校でもキャリア教育も重要だという話や、大学でもキャリア教育の機

会創出が必要という話がありましたが、私は、学生が最終的に進路を決めていくのは、

身近に「達成モデル」があるかどうかにかかっていると考えております。放送大学では

年配の学生が達成モデルになるため、もし老若男女が一緒になったスペースができ、交

流できるようになれば、「あの生き方がいいな」「あの職業になるには」というように、

自然発生的に学習意欲や進路選択の方向性が出てくるのではないかと期待しており、放

送大学ならではのやり方を模索している状態です。 

千葉明徳短期大学 私どもの大学は、学生が１００名にも満たない保育専門の学校ですので、ライフデザ

インという意味では「保育」という目標が明確であり、その点はありがたいと考えてお

ります。しかし、ここ最近は学生の大学への帰属意識が低く、学校で楽しむというより

は、授業が終わったらアルバイトに行くという学生が多い状況です。短大の学生は経済

的に厳しい方が多く、今は補助も増えていますが日々の生活費までは苦しいため、アル

バイトで時間を埋めてしまい、休校日と分かるとその時間も埋めてしまう傾向にありま

す。一部の学生は学校に自然発生的に集まっている状況もあります。しかし、これを「居

場所づくり」として無理に設けることが可能なのか、という点については難しさを感じ

ています。一方で、学生のアルバイト先は、辞めてほしくないため優しく接してくれる

ことから、バイト先が学生の居場所になっている可能性は高いのではないかとも感じて

います。 

そこで「居場所」というものをどうするかという問題ですが、一つは保育関係の繋が

りで考えますと、「遊ぶ権利」は重要だと考えています。そこで子どもにとって最も大

事な遊び場がどうなっているかというと、公園はたくさんあっても、そこがちゃんと遊

べる場なのかという問題があります。以前、この会議で他の先生がおっしゃっていたと

思いますが、こどもにとって公園が遊びにくい場所になっていることが見受けられます。

遊び場に運営する大人がいて何か活動をしているという状況があれば、子どもたちは、

親と一緒に関わり始め、やがて一人で行き、大きくなったらスタッフをやってみるとい

うように、非常に良い場所になり得るような気がします。これは子育てにとっても誰に

とっても良いことで、例えばプレーパークのような、大人が見守る環境がある公園があ

るというのはすごく意味があるのではないでしょうか。 

今、千葉市には常設の場所が１ヶ所ありますが、「遊び場を作る」ことに補助をする

といった形で、民間の力を利用してそういう場所を作っていったときに、学生などもそ

ういう場所に入っていって、子どもたちと一緒に関わってみるということが考えられま

す。少し話がずれているかもしれませんが、そこら辺のところを考えていただけると、

まち自身も住みやすくなりますし、公園が、不審者が出入りする心配のない、安心でき
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る場になりますので、ぜひご検討いただければと思います。 

帝京平成大学 我々の大学では、年に１回、全学部生を対象とした学修行動調査を共通項目と学科ご

との項目で実施し、学生の課題や困り事を把握しております。 

その中で把握している課題は３点ございます。１点目は就職先・進学先などキャリア

に関する不安です。この不安は１年生では高いものの、４年生になると解消していくと

いう事実がございます。２点目は人間関係に関する不安でございます。家庭でも解決で

きない友人関係の不安などがあり、他大学と同様に学生相談窓口や保健室などでサポー

トしておりますが、相談件数が年々増加しており、COVID-19の前よりもさらに増えてい

るため、相談窓口のカウンセラーの配置を増やし続けております。３点目の困り事は経

済面で、食材や光熱費の値上がりにより苦しいという声がございました。 

次に、ライフデザインを考える機会という点においては、１、２年生にセミナーとい

う科目を実施しており、この中で自分の将来について考える授業をしております。 

３つ目の若者の居場所づくりは大学でも重要な課題と位置付けております。大学で過

ごす時間が多い学生ほど成績が良いというエビデンスもあるため、我々は２０２７年に

ちはら台キャンパスに全面移転する予定ですが、大学で過ごす時間をできるだけ多くす

るということを課題として、このキャンパスづくりを行っております。 

留学生については、千葉のキャンパスにはほとんどおりませんが、帝京大学グループ

に約１，７００名の学生を擁する日本語学校があり、そちらで認定日本語教育機関の認

定を取ったり、神田外語大学さんと同じように日本語教師養成課程を持っていたりとい

うことで、今年から大きく変わっている日本語教育への柔軟な対応をしております。 

千葉工業大学 まず１点目の学生の困り事についてですが、学生生活アンケートのほか、教育センタ

ー職員、保健室、学生相談室といった専門の職員が対応しております。相談内容は学習

面や友人のトラブルなど全般的なことが多いですが、最近は合理的配慮の申し出が増え

ているという状況があります。これはある意味良いことかもしれませんが、そういった

申し出があった際には、教員、職員、相談室が連携して対応に当たっております。 

次に、ライフデザインについてですが、大学としてはキャリアデザインという位置付

けで、科目を設けております。ただ、今回のお話を伺い、キャリア教育の視点から見据

えたライフデザイン教育もあり得るかと思いました。キャリアデザインの授業には卒業

したＯＢ・ＯＧが社会人として来ますが、さらに高齢の方など多様さやその後の可能性

を示唆するような社会人との接点の機会を増やすこともあり得るかと思いながらお伺い

しておりました。 

居場所についてですが、本学の構内にはいくつか何となくいられる場所はあるものの、

学区外の居場所という点では、物理的な一人になれる場所という意味での居場所と、自

分が必要とされていると思えるような意味での居場所があるかと思います。先ほどのグ

ラフにもありましたが、自己肯定感が低いことが昨今の問題にもなっているため、大学

や学校と違った軸で評価される場所が居場所になり得るのではないかと考えておりま

す。そういった意味で、地域や他世代との相互交流する場があると望ましいのではない

かと考えます。 

最後に、社会との接点・社会参画についてですが、本学では「ソーシャルアクティブ

ラーニング」という自由度の高い授業を設定しているほか、通常の授業科目でも社会と

の接点を持つ科目を設定し、ＰＢＬ（Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｂａｓｅｄ Ｌｅａｒｎｉｎｇ）
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において主体性を持った学びを推進しております。特にデザイン学科や建築学科は、課

題解決とともに価値提供を目的とした領域ですので、こうした地域連携でのプロジェク

トは社会参加のきっかけになるため、もし可能であれば、千葉市さんとも連携させてい

ただけるとありがたいと思っております。 

市長 各大学の皆様から、学生の課題把握のための様々なお取り組みを教えていただき、改

めて認識させていただきました。 

経済的な厳しさから、アルバイトと学業を両立せざるを得ない学生が多いということ

を感じており、私の学生時代とは様変わりしています。学生が大学に滞留せず、居場所

がバイト先になっているケースが多いことから、大学や地域でどういう居場所を確保し

ていくのか、学生の行動様式から見て整理する必要があると感じました。 

キャリアデザインやキャリア教育については、大学以前の義務教育課程でより深く取

り組むべきというご意見を多数いただきました。小学校からキャリア教育を行うことに

はなっていますが、千葉市では、こども未来局が学校外でプログラムを提供しているも

のの参加者が限定的であること、また学校内では教職員が直接キャリア教育を教えるの

が難しいという現状があります。建設や医療の関係者などが学校で話をする機会もあり

ますし、社会人経験のある先生が増えていることもありますので、キャリア教育のあり

方について教育委員会とも改めて中身を確認し、小学校から大学までが連携したライフ

デザイン教育という形にならないかと強く感じています。 

居場所については、物理的な場所というよりも、個々の学生への個別対応がまず必要

であり、社会の繋がりをどうつけていくのかという視点が重要であると考えました。学

習や研究活動との兼ね合いも見ながら、それぞれ対応が違うため、行政がどう関与し役

割を果たしていくのか、改めて考える必要があると思っております。ただ、居場所とい

う概念自体は重要だと思いますので、その具体化について、改めて事務的に皆様にご意

見を伺う機会を作らせていただきたいと考えています。 

千葉市の行政は、中学校と一部の市立高校までで、それ以降のことは大学にお願いし

ているというのが実態であり、また学生自体もアルバイトに重きを置き、学費を捻出し

て卒業することにシフトしている現状の中で、行政がどう関わり、学生の自立を促すた

めに何をすべきか、改めて考える材料をたくさんいただけたと思いますので、引き続き

ご協力をお願いできればと思います。 

特に、親子三代夏祭りに対する個別の提案をいただきましたので、現在企画中の事業

について、今日いただいたご意見を踏まえ、より思い出深い節目の年になるように、そ

してそれがきっかけとなって、これからの千葉市の地域づくりがより豊かなものになっ

ていくように、引き続きお知恵をいただければと思います。つきましては、今日いただ

いたお話も含めまして、事務レベルでの具体的な協議も、皆様にご説明いただきながら

進めさせていただき、連携の実現を今後目指していきたいと思いますので、どうか皆様

のお力添えをお願いできればと思います。 

本日は本当にありがとうございました。 

５ 閉会 事務局から連絡 

  

（以上） 

 


